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2   令和２年 9 月定例会

予算から決算へ 　そして次の予算へ

　　　　決算審査は次の予算編成につなげるための大事な審査で、 未来に向けたサイクルの一環といえます。

     
   　　

　　　  市議会に

　　　「予算議案」

　　　 　を提出

３月定例会
    　 
       
   
  市議会に

  「決算議案」 を提出

９月定例会

     
　　　　 事業の実施

 
　　　予算案の作成

10 月～翌年２月

   次年度の

予算へ生かす

市議会市議会 Check ！Check ！Check ！Check ！

令和元年度 会計別の決算額

令和２年第 3 回定例会　令和元年度決算を認定

　   第３回定例会は、 ９月３日から２５日までの 23 日間の会期で開かれ、 35 件の議案等を審議しました。

　令和元年度決算議案は、 特別委員会での審査のあと、 本会議で採決を行い、 すべての議案を認定しました。

一般会計　歳出 （目的別）

４月～翌年３月

0.0%

会　計　別 歳入 (万円） 歳出 (万円）
  歳出の

  前年度比 (%)

一 般 会 計 260 億 2,900 250 億 8,875 2.2 ↑  

特

別

会

計

国民健

康保険

（事業勘定） 54 億 8,053 54 億 3,280 4.2 ↓

（白河診療所） 1億 2,157 1 億 1,204 　6.0 ↓

後期高齢者医療保険 5億 3,240 5 億 3,109  3.1 ↑

下 水 道 16 億 8,029 14 億 7,914  5.9 ↓

農 業 集 落 排 水 　2億 7,993 2 億 7,387   5.5 ↓

戸 別 浄 化 槽 3,629 3,342 35.2 ↑

霊 園 2,748 2,558 38.7 ↑

介 護

保 険

（ 事 業 ) 39 億 5,049 39 億 4,917 1.6 ↑

（サービス） 714 680 107.3 ↑

　 合 計 381 億 4,517 369 億 3,260 0.8 ↑

企
業
会
計

水 道
収益的収支 8億 5,282 7 億 8,963   1.5 ↑

資本的収支 7億 5,907 13 億 6,638  42.5 ↑
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市財政の健全化判断比率状況

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｒ  １ 7.6％  25 位 6.7%
25%  

(18%)*
H30 7.3%  22 位 6.8％

H29 7.4％  21 位 6.8％

　   (順位は、 県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位 )

　＊早期健全化基準が 18％に達した場合は、 新たな

　　 借金をする際に県の許可を要するなどの制限がある。

実質公債費比率　7.6%

　
実質公債費比率は、 市の借入金に関わる指

標です。 市が直接借りたお金だけでなく、 間

接的に借りたとみなされるもの （ごみ処理施

設組合が設備更新のため借入したことに対し

て、市が負担金を出した場合など） も含めて、

その年の返済額が、 その年の使い道が自由

な収入に占める割合を出し、 直近の３年間で

平均したものです。 25.0 を超えると早期健

全化基準 （イエローカード）、 35.0 を超え

ると財政再生基準 （レッドカード） に該当し、

財政破綻の危機があるため県の許可なく市

債の借入ができなくなったり、 財政再生計画

を国に提出し、 財政を立て直ししたりする必

要が出てきます。

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｒ　 １ 64.5% 31 位 41.9%

350%*Ｈ３０ 62.4％ 33 位 37.1％

H ２９ 64.1％ 30 位 37.0％

   　( 順位は、 県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位 )

  ＊将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

将来負担比率　64.5% 

　
将来負担比率は市の借入金をはじめとした将

来に渡り支払わなくてはならない費用 （負債）

の総額が、 1 年間の収入規模の何倍になる

かを示した指標です。 家計に例えると、 住宅

ローンの残高が年収の何倍になるかを表して

います。 国が定める基準は 350％未満とさ

れていて、 この基準を超えると財政健全化計

画を国に提出し、 事業や組織の見直し、 収入

の確保など、 より厳しい財政改善が求められ

ます。

再　生　段　階早期健全化段階

早期健全化段階

３5.0％

財政再生基準

早期健全化基準・財政再生基準のイメージ図

実質公債費比率

将来負担比率

25.0％

早期健全化基準

３５0％100％ 200％ ３00％

5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％

小美玉市

小美玉市

★は小美玉市の数値

７．６％

６４．５％ （前年度６２．４％）

（前年度７．３％）

★

★
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    空の駅管理運営費

　 空のえき「そ・ら・ら」の健全な維持管理ととも

　　に各種事業を展開し、本市の農畜産物や地域特産

　　品の紹介、普及ならびに地域情報の発信を行い、

　　産業の振興および地域の活性化を図る。　　　　

　　　　　　　　　　　　　 決算額　70,661,769 円    

決 算 議 案

行政改革の実施計画に位置付けら

れた施設の管理運営を指定管理者

へ移行するとのことだが、 進捗状

況は。 また移行時期は。

議会の

チェック

　　　　

       「そ ･ ら ･ ら」 運営委員会に指定管理

       導入について諮問し、 ２ヵ年で５回の 

       会議を開催。 現在、 指定管理料等に 

       ついて協議中で、 令和４年４月からの

       移行を目指し準備を進めている。

回答

　　　　

     ふるさと納税制度の趣旨に基づき、 制度を遵守

　　　しながら、 近隣市町村の状況の把握や協力事業

      者との更なる協力体制の整備、 また新たな返礼

      品の掘り起こしを行いながら 「小美玉市の知名度

      向上」 および 「小美玉市に対する寄附の拡大」

      を図るとあるが、 取り組み案を示しながら、 今後

      の進め方について具体的に伺う。

議会の

チェック

　　

新たな返礼品の掘り起こしは、 協力事業者への新商品開

発の意思確認並びに、 新規協力事業者の発掘は、 市商

工会や観光協会への情報提供の呼びかけおよび農協等

への情報収集などを行った。 ふるさと寄附金の受付サイ

トとして 「ふるさとチョイス」 のみだが、 他の複数のサイト

を検討し、 多くの寄附者へ情報が届くよう工夫する。

回答

    ふるさと寄附金事業

　 市および市の特産品をＰＲし、ふるさと応援

　　寄附を募ることにより、市の知名度アップ並

　　びに地域振興を図る。前年度対比で大幅に減

　　少している要因は、寄附件数の減少に伴う返

　　礼品並びに送付にかかる経費が減少したこと

　　による。　　　　

　　　　　　　　　　　決算額　52,577,629 円    

決 算 議 案

令和元年度の決算を審査する
　　　　　　　　  決算特別委員会を開催

9 月定例会では、 市長から提出された 「令和元年度決算」 議案の審査を行う

ため、 9 月 14 日決算特別委員会が開催されました。 「予算の使い方は適正

だったか」 「事業を効率よく執行できたのか」 次年度の予算編成に生かすた

め、 慎重に審査を行いました。 今回は、 新型コロナウイルス感染症対策として

新たな運営方法で質疑通告制を取り入れ、 執行部を常任委員会所管ごとに入

れ替えて審査を行いました。 審査の過程で委員からどのような指摘や要望が

あったのか、 その一部についてお知らせします。
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    介護保険特別会計 地域支援事業　      

介護予防マネジメントに基づき、専門職等に

よる運動器の機能向上プログラムや認知症予

防支援などの各種介護予防プログラムを行う。

  　　　

　　　　　　　　　　　決算額　139,830,501 円    

    予防接種事業

予防接種法に基づき、予防接種実施により伝染

　　の恐れのある疾病と蔓延を予防し、公衆衛生の

　　向上および増進を図る。　　

　　　　　　　　　　　　決算額　125,547,640 円    

決 算 議 案

　　

厚生労働省の通知では、ワクチンの供給量

は前年度比 12％増を見込んでいる。ワクチ

ン確保は医療機関ごとに行っており、市内医

療機関では例年より２割程度の増で要望し

ていると聞いている。

回答

    適応指導教室関係経費

　 不登校の児童生徒に対し、適応指導の場を設

　　け、学校や関係機関との連携のもと、豊かな

　　体験活動を通しながら自立心を育て、学校復

　　帰を目指す。　　　　

　　　　　　　　　　　決算額　6,669,362 円    

決 算 議 案

　　

　    適応指導教室（ハーモニー・パステル）に通うことができ

    ない児童生徒には、各校の担任や学年主任、生徒指導主事

　　等が定期的に家庭訪問や電話連絡を行っている。家庭訪問

    の際に学習支援などで関係を構築している。保護者に対し

    ても担任・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワー

    カー等との面談を行い、連携しながら適応指導教室の通室

    や放課後登校に繋げられるようにしている。

回答

　　　　

不登校児童生徒に対し、ハーモニー・パステルにも通え

ない子どもの対応はどのようになっているのか。

きめ細やかな対応を望む。

議会の

チェック

決 算 議 案

　　　　

訪問型・通所型サービスの拡大として平成 30 年度より

35％増の予算が組まれていたが、不用額が発生してし

まった要因を伺う。

議会の

チェック

　　

　    複合型教室を年度当初に定員に満たないため中止し、 対象

      者の状況を勘案し運動主体プログラム教室へ振替えた。 また、

      通所事業委託料の単価見直しを行い、 利用件数は増えたが、

　　　単価引下げにより減額の見込みとなったため、 ３月補正で

　　　総額 20,101,000 円減額した。 新型コロナウイルス感染症

　　　の影響により、 １, ４６8,955 円の不用額が発生した。

回答

　　　　

        【定期】

　　　　　高齢者インフルエンザ　　9,247 人　　　24,056,390 円

　　　　 【任意】

          子どものインフルエンザ　5,887 人　   　8,635,700 円

議会の

チェック

　　　　

      新型コロナウイルス感染症とインフルエンザとの同時流行

　  を想定し、今期、十分なインフルエンザワクチンの確保を

    お願いしたい。

要望
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　　審議結果

令和２年第３回定例会　審議結果等一覧（全35件）

■令和２年度補正予算（11 件）

54
　令和２年度小美玉市一般会計

　補正予算（第４号）
  [補正額]3億7950万円　　　[補正後額]304億2,241万8千円 ー 可決 

55
　令和２年度小美玉市一般会計

　補正予算（第５号）
　[補正額]4億9,848万3千円　[補正後額]309億2,090万1千円 各委員会 可決

56
令和２年度小美玉市国民健康保険

　特別会計補正予算（第１号）

　【事業勘定】　　[補正額]  2,373万円　[補正後額] 51億8,843万5千円

　【白河診療所】　〔補正額〕514万4千円　〔補正後額〕  1億2,742万7千円

文教

福祉
可決

57
　令和２年度小美玉市後期高齢者医療保険

　特別会計補正予算（第１号）
　[補正額]△1,060万1千円　[補正後額]5億7,363万3千円

文教

福祉
可決

58
令和２年度小美玉市農業集落排水事業

　特別会計補正予算（第１号）
[補正額]437万7千円　[補正後額]3億557万4千円

産業

建設
可決

59
　令和２年度小美玉市戸別浄化槽事業

　特別会計補正予算（第１号）
　[補正額]270万9千円　[補正後額]3,814万2千円

産業

建設
可決

60
　令和２年度小美玉市霊園事業

　特別会計補正予算（第１号）
　[補正額]141万3千円　[補正後額]1,698万9千円 総務 可決

61
　令和２年度小美玉市介護保険

　特別会計補正予算（第１号）

　【保健事業】[補正額]　△468万2千円　[補正後額] 39億6,231万５千円

　【介護サービス】　[補正額]　35万1千円　[補正後額] 　660万2千円

文教

福祉
可決

62
　令和２年度小美玉市水道事業会計

　補正予算（第１号）

　【収益的支出】

[補正額]△50万2千円　　　　[補正後額]8億1,110万6千円

産業

建設
可決

63
　令和２年度小美玉市下水道事業会計

　補正予算（第１号）

  
【収益的収入及び支出】

   収入〔補正額〕△1,092万1千円　〔補正後額〕1億7,353万7千円

   支出〔補正額〕△33万7千円　   〔補正後額〕11億3,474万7千円

  【資本的収入及び支出】
   収入 〔補正額〕　1,950万円　〔補正後額〕　7億2,712万1千円

   支出 〔補正額〕　2,000万円　〔補正後額〕11億4,004万円

産業

建設
可決

78
  令和２年度小美玉市一般会計

　補正予算（第６号）
  [補正額]１億7,242万1千円　[補正後額]310億9,332万2千円 ー 可決

■条例（４件）

50

　小美玉市固定資産評価審査委員会条例

　及び小美玉市行政不服審査関係手数料

　条例の一部を改正する条例について

  行政手続等における情報通信の技術の利用に関する

　法律の改正に伴い、所要の改正を行うもの
総務 可決

51

　小美玉市特別職の職員で非常勤のものの

　報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

　改正する条例について

「法制アドバイザー」の職務に加え、法務活動を通じ

ての政策実現及び専門的な見地からハラスメントへの

対処を行うことを職務とする「政策法務アドバイザー」

の職へ変更するもの　

総務 可決

52
　小美玉市職員の特殊勤務手当に関する

　条例の一部を改正する条例について

  新型コロナウイルス感染症の防疫作業に従事する職員

  の特殊勤務手当の支給に関する特例を定めるもの
総務 可決

53
　小美玉市立幼稚園設置条例の一部を改正

　する条例について

  美野里地区幼稚園（竹原幼稚園、羽鳥幼稚園、

　堅倉幼稚園、納場幼稚園）を統合し、新たに

　小美玉市立よつば幼稚園を設置するもの

文教

福祉
可決

令令令和和和２２年年年第第第３３３回回回定定定定例例例会会会　審審審議議議結結結果果果等等等 覧覧覧（（（全全全333555件件件）））

条条例例（（ 件件））

番号 案件名 内　　　容 付託 審議
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審議結果

■令和元年度決算（9件）

64
　令和元年度小美玉市一般会計歳入歳出

  決算認定について
　〔歳入〕　260億2,900万9千円　〔歳出〕　250億8,874万3千円 決算 認定

65
　令和元年度小美玉市国民健康保険

　特別会計歳入歳出決算認定について

  【事業勘定】

　〔歳入〕　 54億8,053万8千円　〔歳出〕　 54億3,279万1千円

  【白河診療所】

　〔歳入〕　 1億2,157万5千円　〔歳出〕　 1億1,203万7千円

決算 認定

66
  令和元年度小美玉市後期高齢者医療

保険特別会計歳入歳出決算認定について
〔歳入〕　 5億3,240万3千円　〔歳出〕　 5億3,108万3千円 決算 認定

67
　令和元年度小美玉市下水道事業特別

　会計歳入歳出決算認定について
　〔歳入〕　 16億8,029万3千円　〔歳出〕　 14億7,913万6千円 決算 認定

68
　令和元年度小美玉市農業集落排水事業

  特別会計歳入歳出決算認定について
　〔歳入〕　 2億7,993万5千円　〔歳出〕　 2億7,386万1千円 決算 認定

69
　令和元年度小美玉市戸別浄化槽事業

  特別会計歳入歳出決算認定について
　〔歳入〕　 　3,629万5千円　〔歳出〕　 　3,341万3千円 決算 認定

70
　令和元年度小美玉市霊園事業特別会計

　歳入歳出決算認定について
　〔歳入〕　 　2,748万4千円　〔歳出〕　 　2,557万2千円 決算 認定

71
　令和元年度小美玉市介護保険特別会計

　歳入歳出決算認定について

 【保健事業】

〔歳入〕　 39億5,049万8千円　〔歳出〕　 39億4,916万6千円

 【介護サービス】

　〔歳入〕　 714万6千円　〔歳出〕　 679万4千円

決算 認定

72
　令和元年度小美玉市水道事業会計

　決算認定について

 【収益的収入及び支出】

　〔歳入〕　 8億5,282万4千円　〔歳出〕　 7億8,962万1千円

 【資本的収入及び支出】

　〔歳入〕　 7億5,907万3千円　〔歳出〕　 13億6,637万8千円

決算 認定

■その他（6件）

73 　工事委託契約の締結について

常磐線石岡・羽鳥間85ｋ494ｍ付近高場踏切歩道設置

　工事委託契約を締結するため、地方自治法及び市条

　例の規定に基づき提案するもの

産業

建設
 可決

74 　動産の買入れ契約の締結について
消防ポンプ自動車の買入れの契約を締結するため、

　地方自治法及び市条例の規定に基づき提案するもの
総務 可決

75 　茨城美野里環境組合の解散について

ごみ処理広域化事業で令和３年４月から新ごみ処理

　施設が供用開始されることに伴い、茨城美野里環境

　組合の解散を協議するもの

総務 可決

 76
茨城美野里環境組合の解散に伴う

　財産処分について

ごみ処理広域化事業で令和３年４月から新ごみ処理施

　設が供用開始されることに伴い、茨城美野里環境組合

　の解散に係る財産処分を協議するもの

総務 可決

  77 霞台厚生施設組合規約の変更について

　新処理施設の運用開始に伴い、霞台厚生施設組合規

　約のうち、共同処理する事務の一部を変更すること

　について協議するもの

総務 可決

79 工事請負契約の変更契約の締結について

小美玉市小川文化センター耐震・改修工事の変更　

　契約を締結するため、地方自治法及び市条例の規

　定に基づくもの

ー 可決

■■■令令令和和和元元元年年年度度度決決決算算算（（（999 件件件）））

番号 案件名 内　　　容 付託 審議
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■発議（1件）

４

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う

　地方財政の急激な悪化に対し地方税財源

　の確保を求める意見書提出について

　地域の実情に応じた行政サービスを安定的に提供

　するため地方税、地方交付税などの一般財源総額

　の確保を強く国に要望するもの

ー 可決

審議結果

■諮問（２件）

１
　人権擁護委員の推薦につき意見を

　求めることについて 　任期満了に伴い、木村利夫氏を再推薦するもの ー  適任

２
　人権擁護委員の推薦につき意見を

　求めることについて
　前委員の任期満了に伴い、新たに藤田みち子氏を

　推薦するもの
ー  適任

【賛否が分かれた議案等】

議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 18 19  20

戸
田　

見
良

香
取
　

憲
一

長
津
　

智
之

島
田  
清
一
郎

村
田
　

春
樹

木
村
　

喜
一

植
木
　

弘
子

石
井
　

旭

幡
谷
　

好
文

谷
仲
　

和
雄

長
島
　

幸
男

岩
本
　

好
夫

福
島
　

ヤ
ヨ
ヒ

小
川
　

賢
治

大
槻
　

良
明

田
村
　

昌
男

市
村
　

文
男

荒
川  

一
秀

　

野
村
　

武
勝

付託

委員会

審議

結果

■諮諮問問（（２２件件））

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

※議長は採決に参加しません。

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

●
議
案
第
55
号

問

【
合
併
特
定
推
進
事
業
】

路
線
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

に
つ
い
て
、
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。

答

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
運
行
中

の
バ
ス
の
現
在
位
置
情
報
、
並
び
に
車
内
混
雑
状

況
な
ど
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
確
認
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
感
染
リ
ス
ク
の
抑
制
と
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
。

問

〖小
学
校
・
中
学
校
情
報
教
育
関
係
経
費
〗

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
令
和
３
年
度
前
倒
し

に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
に
つ
い
て
、
本
市

の
購
入
手
段
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
係
わ
る
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

答

県
内
市
町
村
の
共
同
調
達
を
行
う

「
茨
城
県
教

育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
協
議
会
」
に
参
加
し
、
全
児
童

生
徒
と
担
任
教
諭
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
９
月
１

日
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
係
る
請
負
契
約
を
締
結
し
、

来
年
２
月
26
日
を
履
行
期
限
と
し
て
い
る
。
来
年

４
月
か
ら
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
に
向

け
て
着
実
に
進
め
て
い
く
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

１
人
１
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
含
め
、
多
様

な
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、

資
質
・
能
力
が
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
す
る

１

国に対し、「刑事訴訟法

の再審規定（再審法）の

改正を求める意見書」の

提出を求める陳情書

再審における検察手持ち証拠の全面開示及び、再審開始決定に

対する検察の不服申立て　　陳情者：日本国民救援会茨城県本部

総務 不採択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

◆ 陳情（1件）

２

教職員定数改善と義務教

育費国庫負担制度堅持の

ための政府予算に係る意

見書採択を求める請願　

計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること、教育

の機会均等と水準の維持向上を図るため、 義務教育費国庫負担制

度の堅持について国の関係機関への意見書提出を求めるもの
文教

福祉
採択

● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆ 請願（1件）
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　常任委員会Ｑ &Ａ
小美玉市議会には３つの常任委員会（総務・文教福祉・産業建設）があります。

議員はいずれかの委員会に属し議案審査にあたります。

９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

◆
市
循
環
バ
ス

問　

市
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
再
編
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
で
再
構
築

を
図
っ
て
い
く
の
か
。
　
　

   答
　

現
在
の
循
環
ル
ー
ト
は
、
１
周
約
44
キ
ロ
弱

の
距
離
を
２
時
間
か
け
て
運
行
し
て
い
る
。

乗
車
時
間
が
１
時
間
に
な
る
利
用
者
も
い
る

こ
と
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
、

さ
ら
に
は
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

乗
り
継
ぎ
が
可
能
な
直
線
ル
ー
ト
の
シ
ャ
ト

ル
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
公
共

交
通
会
議
で
諮
っ
て
い
く
。

総
　

務

（委　員）

村　田

戸　田

市　村

大　槻

岩　本

谷　仲

◆
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

  

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防
疫
作
業
に

従
事
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
職
員
な
の
か
。

答
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
、
ま

た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
方
に
接
し
て
行
う
作

業
と
い
う
こ
と
で
保
健
師
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
感
染
者
等
が
使
用
し
た

物
件
の
処
理
作
業
は
一
般
職
、
ま
た
感
染
者

等
を
同
一
車
両
に
よ
り
指
定
す
る
施
設
等
へ

移
送
、
ま
た
は
搬
送
す
る
作
業
で
消
防
職
員

を
想
定
し
て
い
る
。

問
　

産
業
ま
つ
り
の
中
止
に
よ
り
開
催
補
助
金
を

全
部
減
額
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
産
業
ま

つ
り
に
限
ら
ず
、
市
内
外
で
イ
ベ
ン
ト
等
が

開
催
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
団
体

や
市
民
の
方
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
施
策
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　

産
業
ま
つ
り
の
実
行
委
員
会
で
は
、
様
々
な

意
見
が
出
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
鑑
み
、
や
む
を
得
ず
中
止
と

し
た
。
実
行
委
員
会
と
し
て
こ
れ
に
代
わ
る

事
業
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
市

と
し
て
は
、
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
空
港
や

そ
・
ら
・
ら
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

少
し
ず
つ
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
感
染
症

の
状
況
や
、
国
の
方
針
な
ど
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

◆
産
業
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
金 

◆
常
磐
線
高
場
踏
切
歩
道
設
置
工
事  

問
　
　

道
路
拡
張
に
伴
う
踏
切
へ
の
歩
道
設
置
工
事

だ
と
考
え
る
が
内
容
は
。

答
　
　

今
回
の
工
事
に
よ
り
、
延
長
約
11
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
は
車
道
が
５
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
が
２
.
５

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
な
お
、
踏
切
内
は
カ
ラ

ー
舗
装
に
な
る
予
定
。

要
望
　

子
供
た
ち
が
通
学
路
と
し
て
使
っ
て
い
る
他

の
踏
切
へ
も
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

産
業
建
設

（委　員）

荒　川

島　田

野　村

田　村

福　島

石　井

問
　

今
回
、
ド
ロ
ー
ン
を
２
台
購
入
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答
　

農
地
整
備
に
お
け
る
現
況
確
認
の
効
率
化

や
、
協
議
会
に
お
け
る
現
地
調
査
を
、
ド
ロ

ー
ン
で
撮
影
し
た
映
像
資
料
に
か
え
る
こ
と

に
よ
り
、
調
査
の
た
め
の
車
内
で
の
３
密
の

解
消
や
リ
モ
ー
ト
会
議
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

は
災
害
時
の
被
災
状
況
の
確
認
な
ど
、
幅
広

く
活
用
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
全
庁
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
使
用
基
準
等
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

◆
農
政
企
画
総
務
事
務
費
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文
教
福
祉

（委　員）

木　村

長　津

小　川

長　島

幡　谷

植　木

香　取

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
の
対
応
は 

 

問
　

今
回
購
入
予
定
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
　

音
楽
の
授
業
や
発
音
な
ど
口
の
動
き
の
確
認

が
必
要
な
場
合
に
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
が

有
効
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

   問
　

入
園
者
数
も
減
っ
て
い
く
一
方
と
い
う
段

階
で
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が
重
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
い
る
の
か
。

 

答
　

市
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
と
、
３
年
保
育

の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
始
め
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
預
か
り
保
育
等
も
今

度
美
野
里
地
区
に
お
い
て
実
施
し
て
い
く
。

新
た
な
保
護
者
の
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
応
え
て
い
く
。
よ
つ
ば
幼
稚
園
の
最

大
の
特
徴
は
、
幼
小
連
携
の
モ
デ
ル
に
な

る
小
学
校
校
舎
内
の
設
置
で
あ
り
、
保
護

者
の
選
択
肢
と
し
て
魅
力
あ
る
幼
稚
園
づ

く
り
を
努
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
園
児

確
保
等
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
美
野
里
地
区
の
幼
稚
園
統
合

　

『
よ
つ
ば
幼
稚
園
』

問
　

学
校
給
食
の
配
膳
状
況
は
。

答
　

食
缶
か
ら
盛
り
付
け
る
際
に
は
、
教
諭
、
教

職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
等
が
、
配
膳
の

盛
り
つ
け
等
行
っ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

布
製
手
袋
を
用
い
、
給
食
当
番
等
に
つ
い
て

は
配
膳
し
て
い
る
。
な
お
、
お
替
わ
り
等
は
、

基
本
的
に
教
師
が
盛
り
つ
け
を
し
て
い
る
。

問
　

幼
児
、
児
童
生
徒
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
な
ど
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

整
備
は
。

答
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
い
、
授
業
や
諸
活
動
等
を
行
う

よ
う
に
統
一
し
て
対
応
を
進
め
て
い
る
。

　▲玉里学園義務教育学校の現地視察

　　議会報告会

　▲昨年度議会報告会の様子（玉里会場）

小美玉市議会では、 市民に対して議会の結果を

報告し、 市民と意見を交換する場として、 毎年

議会報告会を開催してきました。 今年度は、 新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

中止となりましたが、 議会報告会でお配りする

予定でした議会活動についての資料をウェブサ

イトに掲載しています。 また、 市内の主な公共

施設にも置いてありますので、 ぜひご覧ください。

市民の皆さまのご理解のほど、 よろしくお願い

いたします。

　▲詳細はこちら
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　一般質問

P11　　村田　春樹

P12　　香取　憲一

　　木村　喜一

P13　　長津　智之

　　島田 清一郎

P14　　小川　賢治

　　石井 　 旭

P15　　福島 ヤヨヒ

　　植木　弘子

P16　　谷仲　和雄

　　戸田　見良

【質問議員　11 名】   ※質問順

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問します！

市
政
を
質た

だ

す
！

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

羽鳥駅周辺整備事業の今後のスケジュールは

民間活力による市有地利活用の推進を図る

村 田　春 樹

Ｑ

現
行
の
０
歳
か
ら
２
歳
の

子
育
て
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ

教
育
部
長
　

国
の
段
階
的

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
子

育
て
世
帯
に
や
さ
し
い
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
子
育

て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
駐
輪
場
は
。

Ａ

都
市
建
設
部
長
　

今
後
は

民
間
活
力
に
よ
り
東
口
市
有

地
を
利
活
用
で
き
る
民
間
事

業
者
を
募
集
し
て
い
く
。
今

後
の
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

９
月
下
旬
に
募
集
要
項
等
を

公
表
し
、
事
業
者
か
ら
の
提

案
書
類
の
受
付
や
書
類
審
査

後
、
来
年
２
月
上
旬
に
利
活

用
事
業
の
優
先
交
渉
者
を
決

定
し
て
い
く
予
定
で
、
民
間

活
力
に
よ
る
市
有
地
利
活
用

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

駐
輪
場
は
、
現
在
の
仮
設

駐
輪
場

（
１
５
０
台
）
を
増

設
整
備

（50
台
）
し
、
さ
ら

に
駅
舎
北
側
の
線
路
沿
い
付

近
に
駐
輪
場

（50
台
）
を
整

備
す
る
予
定
。

Ｑ

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減

事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
第

１
子
の
保
育
料
の
現
状
と
支

援
策
は
。

Ａ

教
育
部
長
　

令
和
２
年
９

月
分
の
保
育
料
が
賦
課
さ

れ
て
い
る
第
１
子
が
１
６
３

名
、
保
育
料
月
額
が
合
計

３
０
９
万
４
千
円
。
単
純
計

算
で
12
か
月
に
置
き
換
え
る

と
、
年
額
４
６
８
５
万
６
千

円
と
な
る
。
第
１
子
に
つ
い

て
全
部
な
い
し
一
部
補
助
の

実
施
は
現
状
で
は
一
般
財
源

と
な
る
た
め
、
慎
重
な
協
議
、

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ

段
階
的
無
償
化
以
外
の

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ

教
育
部
長
　

教
育
・
保
育

無
償
化
の
対
象
外
と
さ
れ
て

い
る
保
護
者
が
、
施
設
の
実

コ
ス
ト
に
応
じ
て
負
担
す
る

園
服
や
日
用
品
、
文
房
具
等
、

行
事
参
加
費
や
通
園
送
迎
費

用
、
食
事
提
供
費
は
完
全
実

費
負
担
の
た
め
、
さ
ら
に
利

用
施
設
に
よ
っ
て
金
額
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
上
限
額
を

設
定
し
た
上
で
市
独
自
の
補

助
事
業
を
検
討
す
る
余
地
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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きめ細かい周知や説明を行うよう努めていく

公共施設管理計画の進行 ・ 説明は丁寧に

香 取　憲 一

Ｑ

小
川
小
学
校
・
橘
小
学

校
の
跡
地
利
活
用
の
そ
の
後

の
進
捗
状
況
及
び
今
後
閉
校

予
定
の
各
地
区
小
学
校
の
跡

地
利
活
用
方
針
へ
の
課
題
は
。

Ａ

総
務
部
長
　

旧
小
川
小

学
校
は
来
年
1
月
完
了
予
定

で
プ
ー
ル
を
解
体
予
定
。
校

舎
は
来
年
３
月
策
定
完
了
予

定
の

「
公
共
施
設
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
」
に
お
い
て

具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る

予
定
。
橘
小
は
校
舎
の
解
体

に
つ
い
て
移
転
補
償
等
の
協

議
を
進
行
さ
せ
、
財
源
確
保

に
努
め
て
い
る
現
状
。
今
後

の
閉
校
予
定
の
小
学
校
の
跡

地
利
用
は
、
令
和
３
年
度
に

玉
里
小
の
解
体
予
定
。
（
玉

里
教
育
学
園
義
務
教
育
学
校

の
部
活
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
使
用

予
定
）
そ
の
他
は
旧
小
川
小

に
同
じ
く

「
公
共
施
設
建
築

物
系
個
別
施
設
計
画
」
を
踏

ま
え
て
進
め
る
予
定
。

Ｑ

「
公
共
施
設
建
築
物
系
個

別
施
設
計
画
」
の
進
捗
状
況
・

内
容
及
び
策
定
完
了
後
の
市

民
の
皆
様
へ
の
周
知
・
説
明

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ

総
務
部
長
　

「
小
美
玉
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
推
進
本
部
」
及
び

「
小
美

玉
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
委
員
会
」
で
計
画

策
定
に
取
組
ん
で
い
る
。
今

後
40
年
間
で
公
共
施
設
総
保

有
量
を
現
在
か
ら
延
床
面
積

で
30
％
削
減
し
、
維
持
更
新

コ
ス
ト
の
圧
縮
を
図
り
、
将

来
世
代
の
負
担
軽
減
を
目
標

と
し
て
い
る
。
12
月
議
会
に

更
に
具
体
的
計
画
内
容
を
報

告
・
説
明
で
き
る
よ
う
取
組

み
を
進
行
中
。

要

望
　

２

か

年

で

約

２
，

８
０
０
万
円
の
予
算
を
投
じ

る
大
切
な
計
画
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
の
真

意
と
御
理
解
を
得
る
に
は
な

お
一
層
の
懇
切
丁
寧
な
周
知

説
明
が
な
さ
れ
、
納
得
と
共

感
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
執
行

部
の
さ
ら
な
る
努
力
を
要
望

す
る
。

　　一般質問

木 村　喜 一

地域再生計画立案で 「企業版ふるさと納税」 の活用を望む

本年度中に第２期総合戦略を修正して位置づける

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
戦
略
の
再
構
築
を
。

首
都
圏
勤
務
者
を
呼
込
む
た

め
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環

境
整
備
を
望
む
声
が
あ
る
中

移
住
・
定
住
・
週
末
田
舎
別

荘
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　

仕
事

の
形
態
や
生
活
様
式
の
変
化

を
受
け
若
者
を
含
む
各
世
代

は
便
利
な
生
活
か
ら
安
心
安

全
な
暮
ら
し
を
求
め
地
方
移

住
を
考
え
る
人
達
が
増
加
し

始
め
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、

若
者
へ
の
支
援
を
図
る
。

Ｑ

農
地
付
空
家
の
流
通
に

向
け
た
事
業
の
推
進
を
。

Ａ

市
民
生
活
部
長

農
地
の

権
利
取
得
を
現
行
の
50
ア
ー

ル
か
ら
１
ア
ー
ル
へ
と
緩
和

規
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

引
続
き
農
業
委
員
会
と
連
携

し
農
地
付
空
家
の
有
効
活
用

ヘ
向
け
努
力
す
る
。

Ｑ

新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
及

び
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ

総
務
部
長

各
所
管
課
で

の
保
有
デ
ー
タ
を
整
備
、
公

開
し
更
な
る
市
民
の
利
便
性

向
上
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

Ｑ

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
現
状
と
今
後
の
本
市

の
取
組
計
画
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

現
在

は
制
度
活
用
さ
れ
て
い
な
い

が
本
市
で
も
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
。

①地方公共団体が地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を基に地方公共団

   体が地域再生計画を作成

①地方公共団体が地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を基に地方公共団

   体が地域再生計画を作成

© 内閣府地方創生推進事務局

▲　解体が始まった旧小川小学校プール
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Ｑ

毎
年
猛
威
を
振
る
う
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
到
来

す
る
。
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
と
が
同
時
流
行
の
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
市

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
小
中
学
校
、
幼
保
施
設
等

で
の
同
時
流
行
を
抑
え
る
意

味
で
も
、
そ
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
皆
様
に
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
、

15

歳
以
下
の
方
や
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
無

料
接
種
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長

15
歳
以

下
や
高
齢
者
の
方

（
65

歳

以
上
）
に
は
、
1
回
分
２
，

５
０
０
円
を
助
成
す
る
。
医

療
機
関
で
は
、
感
染
予
防
対

策
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
予

防
接
種
の
受
け
入
れ
に
は
大

変
慎
重
に
な
っ
て
お
り
、
無
料

接
種
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
年
度
は

「
新
し
い
生
活
様

式
」
に
基
づ
く
感
染
対
策
の

啓
発
に
努
め
る
。

Ｑ

市
道
栗
又
四
ケ
線
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
現

在
一
部
開
通
し
て
い
る
区
間

で
市
道
と
の
交
差
点
が
あ
る

が
、
優
先
道
路
が
変
わ
り
、

す
で
に
数
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
道
路
づ
く
り
は

安
全
対
策
を
鑑
み
整
備
し
て

い
く
と
思
う
が
、
一
部
開
通

し
た
部
分
を
含
め
て
今
後
整

備
す
る
路
線
と
合
わ
せ
て
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ

都
市
建
設
部
長

３
月
の

供
用
開
始
後
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
交
差
点
中
心
部
に

交
差
点
の
マ
ー
ク
の
設
置
、

栗
又
四
ケ
線
と
交
差
す
る
道

路
側
に
は
、
停
止
線
付
近
に

埋
込
式
の
自
発
光
式
道
路
鋲

の
設
置
や

「
と
ま
れ
」
、
「
事

故
多
発
注
意
」
の
啓
発
看
板

を
設
置
し
た
。
引
き
続
き
、

道
路
利
用
者
の
通
行
状
況
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
主
道

路
で
あ
る
栗
又
四
ケ
線
側
に

も
必
要
な
警
戒
標
識
等
を
設

置
す
る
。

無料接種はたいへん難しい

インフルエンザ予防接種　15 歳以下を無料に

長 津　智 之

▲　栗又四ケ線と玉 22 号線の交差点

　一般質問

島 田  清一郎

駅西口付近の国道、 県道の道路整備について

陸の交流エリアとしてまちづくりを進める

Ｑ

羽
鳥
駅
西
口
周
辺
の
国
、

県
道
の
歩
道
設
置
を
含
め

て
、
道
路
整
備
の
現
状
と
計

画
を
問
う
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長

歩
道
が

な
く
、
踏
切
が
狭
隘
で
あ
り
、

交
通
の
安
全
性
や
利
便
性
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
管

理
を
し
て
い
る
茨
城
県
に
整

備
要
望
を
し
て
い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
県

と
連
携
し
て
事
業
着
手
に
向

け
て
協
議
し
て
い
く
。

Ａ

市
長
　

陸
の
交
流
エ
リ
ア

と
し
て
、
羽
鳥
駅
を
中
心
と

し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
。
茨
城
県
に
対
し

て
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く

の
で
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望
　

　

羽
鳥
小
学
校
北
側
の
国
道

３
５
５
号
線
と
市
道
の
交
差

点
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る

小
学
生
達
を
守
る
た
め
の
防

護
壁
の
設
置
、
交
差
点
付

近
に
ス
ピ
ー
ド
抑
制
鋲
の
設

置
、
安
全
運
転
を
促
す
標
識

の
設
置
な
ど
、
こ
の
交
差
点

で
の
交
通
通
安
全
対
策
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ

こ
の
事
業
は
小
美
玉
市
に

と
っ
て
主
要
な
事
業
と
な
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

▲　羽鳥駅前 （県道竹の内羽鳥停車場線）

▲　Ｒ３５５と市道の交差点
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小 川　賢 治

  新型コロナウイルス感染症 「小美玉市持続化給付金」 の支給実績は

9.1 現在　　支給件数 29 件 / 支給額 580 万円 / 令和 3 年 1 月 15 日まで申請受付

◀ 感染症対策として自動

　体温測定器で検温中  

  （本庁舎入口）

　　一般質問

１
．
産
業
経
済
行
政
に
つ
い
て

Ｑ

「
小
美
玉
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力

金
」
の
支
援
実
績
は
。

Ａ
　

産
業
経
済
部
長
　

5
月
7

日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
受
付

期
間
で
、
支
給
件
数
は
92
件
、

支
給
総
額
は
７
１
５
万
円
。

Ｑ
　

「
小
美
玉
市
持
続
化
給
付

金
」
の
支
給
実
績
は
。

Ａ
　

産
業
経
済
部
長
　

令
和
3

年
1
月
15
日
ま
で
申
請
受
付
期

間
を
延
長
し
て
い
る
。
9
月
1

日
現
在
で
支
給
件
数
は
29
件
、

支
給
額
は
５
８
０
万
円
。

Ｑ

持
続
化
給
付
金
の
事
業
者

に
対
す
る
周
知
は
。

Ａ

産
業
経
済
部
長
　

広
報
紙
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

商
工
会
な
ど
関
係
機
関
に
周
知

を
依
頼
、
農
業
者
に
対
し
て
は

農
協
生
産
部
会
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
た
。
今
後
よ
り
多

く
の
対
象
者
が
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

２
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
取
り
組
み
事
業

に
つ
い
て

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
を
進
め
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
理
念
に
基
づ
き
環
境
保
全
や

地
域
振
興
を
目
指
す
自
治
体

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

が
、
本
市
の
現
在
の
取
り
組

み
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　

企
画
財
政
部
長

市
で
取

組
ん
で
い
る
総
合
戦
略
の
中

で
の
目
標
１

「貧
困
を
な
く
そ

う
」
で
は
、
感
染
拡
大
に
よ
る

雇
い
止
め
め
や
解
雇
、
事
業

収
益
の
減
少
等
へ
の
対
応
と
し

て
、
市
民
並
び
に
事
業
者
へ
市

独
自
の
持
続
化
給
付
金
や
ひ

と
り
親
世
帯
並
び
に
大
学
生

等
へ
の
支
援
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。
目
標
３

「
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
」
で
は
、

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
、

妊
産
婦
や
高
齢
者
並
び
に
子

ど
も
達
へ
の
優
先
的
な
マ
ス
ク

配
布
、
ま
た
家
庭
内
や
職
場

内
で
使
用
で
き
る
除
菌
水
の

配
布
、
体
温
自
動
測
定
器
の

設
置
な
ど
市
民
の
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
を
実
施

し
て
い
る
。
目
標
４

「
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
」
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
と
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
築
を
目
指

し
、
全
て
の
小
中
学
校
全
児

童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
対
応
を

進
め
て
い
く
。

突然の白河診療所の閉鎖理由は

患者数減少、 医師不足、 建物老朽化の現状踏まえ

石 井　旭

Ｑ

閉
鎖
時
期
を
検
討
委
員

会
等
で
、
検
討
し
て
き
た
と

思
う
が
、
市
民
へ
の
公
表
時

期
と
説
明
責
任
が
、
一
番
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
の

対
応
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

患
者
数

の
減
少
、
経
営
状
況
、
医

師
不
足
、
診
療
所
の
建
物
の

老
朽
化
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
閉
所
予
定
と
す
る
。
検
討

委
員
会
等
は
設
け
て
い
な
い

が
、
市
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
市
民
へ
の
公

表
時
期
は
令
和
3
年
1
月
か

ら
3
月
を
周
知
期
間
と
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

地
区
内
回
覧
、
診
療
所
内
の

掲
示
等
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ

患
者
を
小
美
玉
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
送
迎
す
る
こ
と
が

必
須
だ
と
考
え
る
が
、
現
在
、

送
迎
バ
ス
の
運
行
が
無
い
地

区
へ
の
送
迎
体
制
方
針
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長

現
行
の

白
河
診
療
所
前
を
通
過
す
る

ル
ー
ト
に
白
河
診
療
所
敷
地

内
を
バ
ス
停
に
追
加
し
、
さ

ら
に
白
河
診
療
所
直
行
便
を

追
加
す
る
。

Ｑ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
状
況

と
閉
鎖
時
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

９
月

中
旬
か
ら
患
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
閉

所
後
の
患
者
が
不
便
を
来
さ

な
い
よ
う
対
応
す
る
た
め
の

内
容
で
、
小
美
玉
市
医
療
セ

ン
タ
ー
の
状
況
説
明
、
閉
鎖

後
に
受
診
予
定
の
医
療
機

関
、
小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
を
受
診
す
る
場
合
の
交

通
手
段
な
ど
で
あ
る
。
令
和

３
年
１
月
か
ら
３
月
を
周
知

期
間
と
し
、
令
和
２
年
度
末

で
閉
所
予
定
と
な
る
。

Ｑ

（
仮
称
）
石
岡
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
計
画
だ
が
、
石
岡

市
長
の
交
代
や
石
岡
市
議
会

も
未
だ
賛
否
両
論
の
中
、
小

美
玉
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

Ａ

市
長  

救
急
体
制
の
強
化

や
産
科
新
設
及
び
小
児
救
急

の
拡
充
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
限
定
し
、
支
援
策
等
を
含

め
て
、
今
後
、
石
岡
市
、
か

す
み
が
う
ら
市
と
協
議
し
、

連
携
し
て
い
く
。
　



15議会だより 第 59 号

福 島　ヤヨヒ

Ｑ

市
民
の
検
査
は
ど
う
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。
医
療
体

系
に
つ
い
て
は
確
立
さ
れ
て

い
る
か
。
発
熱
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
た
い
と
き
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

発
熱

が
続
い
た
場
合
、
「帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に

相
談
す
る
か
、
か
か
り
つ
け

医
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は

検
査
が
受
け
ら
れ
る
。
水
戸

保
健
医
療
圏
地
域
検
査
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
中
央
保

健
所
内
に
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に

よ
る
検
査
が
年
度
内
実
施
さ

れ
、
市
職
員
も
派
遣
を
行
う
。

Ｑ

教
育
現
場
で
の
対
策
と
、

多
人
数
ク
ラ
ス
で
の
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
少
人
数
学
級
の
実
現
を

望
む
。
給
食
の
無
償
化
は
考

え
て
い
る
か
。

Ａ

教
育
部
長

35
以
上
の

学
級
は
8
校
19
ク
ラ
ス
あ
る

が
、
多
目
的
室
や
音
楽
室
な

ど
広
い
教
室
の
利
用
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
音
楽
の
授
業
を
行

う
な
ど
、
3
密
を
避
け
る
工

夫
を
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
も
全
児
童
生
徒
に

配
布
、
消
毒
作
業
は
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
協
力
い
た

だ
き
行
っ
て
い
る
。
期
間
限

定
の
給
食
の
無
償
化
は
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ

く
ら
し
を
守
る
た
め
の

持
続
化
給
付
金
の
対
応
は
充

分
か
。
地
元
事
業
者
の
救
済

を
し
っ
か
り
考
え
支
え
て
欲

し
い
。
国
保
税
、
後
期
高
齢

者
保
険
料
減
免
制
度
の
周
知

徹
底
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ

産
業
経
済
部
長
　

支
給
件

数
か
ら
み
る
と
浸
透
し
て
い

な
い
状
況
か
ら
、
金
融
機
関
、

農
業
生
産
部
会
な
ど
を
通

じ
、
よ
り
多
く
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
国

保
税
等
の
減
免
措
置
に
対
し

て
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員

等
を
通
じ
た
周
知
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

充
分
な
交
付
金
活
用
と
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
誰
も
が
公

平
に
購
入
で
き
る
仕
組
み
に
。

・
避
難
所
対
策
は
充
分
か
。

市
民
に
周
知
徹
底
を
望
む
。

・
国
民
健
康
保
険
税
傷
病
手

当
の
支
給
対
象
の
拡
充
を
。

特
定
健
診
制
度
に
聴
力
検

診
、
歯
科
検
診
を
。

不安感を払拭できるよう今後も情報発信していく

　一般質問

コロナ過から市民の命とくらしを守る対策は

植 木　弘 子

冷静な行動をお願いし、 人権擁護活動に取組んでいく

 　コロナ差別、 いじめ対策の取組みを伺う

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終

息
が
未
だ
見
え
な
い
中
、
人

権
教
育
及
び
感
染
者
へ
の
偏

見
を
防
ぐ
取
組
み
は
、
市
民

全
体
の
も
の
と
し
て
、
市
民

生
活
の
安
全
、
安
心
を
守

る
た
め
必
要
か
つ
重
要
な
も

の
。
市
内
に
感
染
者
が
出
て

も
、
詮
索
や
差
別
や
デ
マ
で

は
な
く
、
支
え
合
え
る
市
民

と
な
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
浸
透
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
取

組
み
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ  

保
健
衛
生
部
長
　

各
種

人
権
相
談
窓
口
を

「
み
ん
な

の
人
権
１
１
０
番
」
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
な
ど

案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
文

科
省
か
ら
の
周
知
依
頼
が
あ

り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
差
別
・
偏

見
の
防
止
」
に
向
け
た
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
、
生
徒

は
も
と
よ
り
学
校
関
係
者
や

保
護
者
へ
各
学
校
を
通
し
て
周

知
し
て
い
る
。
　

市
民
の
皆
様

に
は
正
し
い
情
報
の
も
と
、

冷
静
な
行
動
を
お
願
い
し
、

今
後
と
も
不
当
な
偏
見
や
差

別
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

１
．
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

・
避
難
所
運
営
の
あ
り
方

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策

２
．
新
し
い
生
活
様
式
に
向

け
た
諸
施
策
の
具
体
化

３
．
工
事
及
び
業
務
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
徹
底

４
．
フ
レ
イ
ル

（
加
齢
に
伴

う
虚
弱
化
）
予
防
の
推
進

Ｑ

そ
の
他
の
質
問

よ
う
、
広
報
紙
等
を
活
用
し

注
意
を
促
す
と
と
も
に
引
き

続
き
人
権
擁
護
活
動
に
取
組

ん
で
い
く
。

恐
れ
る
べ
き
は
人
で
は
な
く

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
病
気
を
理

由
に
人
を
差
別
し
た
り
、
職

業
や
属
性
だ
け
で
レ
ッ
テ
ル

を
貼
り
排
除
す
る
こ
と
は
絶

対
に
許
容
で
き
ま
せ
ん
。 © 公益財団法人　人権教育

　　啓発推進センター
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  小川小学校跡地周辺の一体的利活用を図るべき

歴史的価値や周辺地域を一体的に捉え検討したい

谷 仲　和 雄

Ｑ

施
設
と
そ
の
環
境
を
経

営
資
源
、
公
共
財
産
と
し
て

捉
え
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
立
ち
、

小
川
小
学
校
跡
地
周
辺
の
一

体
的
な
利
活
用
推
進
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

Ａ
　

総
務
部
長
　

市
内
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

末
策
定
予
定
の
公
共
施
設
建

築
物
系
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て
具
体
的
な
対
応
方
針
を

定
め
る
の
で
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
小
川
小
学
校
跡

地
は
、
昨
年
12
月
策
定
の
小

川
小
学
校
跡
地
利
活
用
方
針

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
広
場
や
市

民
の
交
流
拠
点
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る

が
、
周
辺
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
を
考
慮
し
た
公
共

施
設
の
最
適
化
を
図
る
と
と

も
に
、
歴
史
的
価
値
や
周
辺

地
域
を
一
体
的
に
捉
え
た
整

備
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
利
活

用
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
考
え
る
。

Ｑ

健
全
化
判
断
比
率
4
指

標
や
公
債
費
負
担
比
率
の
動

向
を
踏
ま
え
、
第
2
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
向
け

た
中
期
財
政
計
画
、
事
業
予

算
化
と
な
る
3
カ
年
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
「計
画
」
と
「財

源
」
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う

に
図
る
か
所
見
を
求
め
る
。

Ａ

企
画
財
政
部
長

行
財

政
改
革
を
進
め
経
常
的
経
費

の
削
減
を
図
る
。
各
財
政
指

標
を
踏
ま
え
つ
つ
、
3
カ
年

実
施
計
画
と
の
整
合
性
が
と

れ
た
中
期
財
政
計
画
を
作
成

し
て
い
く
。

▲ 右が小川公民館（1972 年築）、左が小川幼稚園跡地、

　 その奥に市立図書館・資料館（1991 年築）がある

※

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
:
施
設
と
そ
の
環
境
を
経
営
資
源
・
公
共
財
産
と
し
て
捉
え
、
公
共
施
設
の

保
全
や
管
理
運
営
方
法
等
に
お
い
て
経
営
的
な
視
点
か
ら
、
施
設
に
か
か
る
経
費
の
最
小
化
や
効
果
の
最
大

化
等
、
施
設
の
有
効
利
活
用
を
図
る
た
め
の
管
理
方
法

　　一般質問

戸 田　見 良

変
革
に
対
す
る
小
美
玉
地
域

に
必
要
な
計
画
に
つ
い
て

Ｑ

感
染
症
に
も
経
済
危
機

に
も
強
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
の
基
本
計
画
に
組
み
入
れ

す
る
も
の
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　

国
よ

り
示
さ
れ
た

「
地
域
未
来

構
想
２
０
」
感
染
症
に
も
経

済
危
機
に
も
強
い
地
域
社
会

経
済
の
構
築
の
た
め
今
回
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普

及
や
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
促
進

し
、
後
期
基
本
計
画
に
も
明

確
な
位
置
づ
け
が
行
え
る
よ

う
検
討
す
る
。

Ｑ

人
口
減
少
に
と
も
な
う

強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
の

計
画
に
必
要
な
重
要
事
項
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

「
移

住
・
定
住
」
「
出
会
い
の
場

の
創
出
」
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
」
な
ど
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

若
年
層
に
魅
力
を
届
け
る
た

め
に
継
続
し
て
事
業
を
推
進

し
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
リ

モ
ー
ト
環
境
を
生
か
し
た
交

流
も
進
め
る
。

Ｑ
　

学
校
適
正
化
に
と
も
な

う
規
模
と
配
置
に
お
け
る
小

中
一
貫
教
育
の
具
現
化
に
対

応
す
る
安
全
対
策
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

通
学

路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
に

よ
る
情
報
共
有
や
通
学
路
安

全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

関
係
機
関
へ
の
対
応
要
請
等

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

最
終
的
に
誰
が
子
ど
も

た
ち
の
交
通
安
全
・
防
犯
を

守
る
の
か
。
　

Ａ  

教
育
部
長
　

子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
が
責
任
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
と
考
え

る
。

通学路の安全は責任をもって教育委員会で対応する

  最終的に誰が子ども達の交通安全 ・ 防犯を守るのか

▲小美玉市上玉里地区通学路



17議会だより 第 59 号

　プレゼントクイズ ・ 市民の声

議会だより楽しみにしています。

先日、除菌用電解水をいただきました。

ありがとうございました。（ 小川・Uさん ）

コロナの影響で、給付金対策、

　　学校臨時休業等、それぞれがみんな

　大変だと思います。みんなで力を合わせて

　　乗り越えましょう。（与沢・Nさん）たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

市民の声市民の声

若者も政治に興味が持てるような

　　 内容を希望します。 （上玉里・N さん ）

以前は直接関係がないと思

い読まなかったのですが、クイズの答

えを探すのに読んでいます。 毎回読んで

　 いるうちにいろいろわかり興味深くなり

     ました。 （山野 ・  Y さん ）

コロナ対策として、議会運営

費削減や議員報酬の減額により市民への支

援に充てていただきありがたく思っています。

　これからも小美玉市民のための政策をよろしく

　お願いします。（栗又四ケ・Fさん）

第 57 回 プレゼントクイズ

　今回の議会だより第 59 号の中から、問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、10 名の方に小美玉ふるさと食品公社

で利用できる商品券（1,000 円分）をプレゼントします。

ぜひご応募ください！　

　　　問① 令和元年度一般会計の歳出決算額は

　　　　　 〇〇〇億 8,875 万円　 

　　　問② 令和元年度小美玉市の実質公債費比率は〇 .〇％

　　　問③ 令和２年第３回定例会　審議結果件数は全〇〇件

◇応募方法　はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答え

　　　　　　を明記してご応募ください。また、議会や本紙に

　　　　　　対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇締め切り　令和２年 11 月 27 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　

　　　　　　小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

　　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外

　　　　　　　には利用しません。

　　　　　　☆クイズ当選者発表は、商品券の発送をもって

　　　　　　　お知らせします。

第 55 回クイズの正解

問①　 令和２年第２回定例会の会期は○日間。

　　　 答え→ [７ ]

問②　 令和２年第２回定例会で、議員提出の議案は○件。

　　　 答え→ [２ ]

問③　 令和２年第３回定例会は９月○日開会予定。

　　　 答え→ [３ ]　

　このたび、「キャトル・セゾン」が令和２年９月 13 日

をもって閉店となり、過去に本紙のプレゼントクイズ企

画でお送りした食事券がご利用できなくなりました。

　まだお手元に当選したお食事券がございましたら、今年

度に限り、下記のとおり小美玉ふるさと食品公社の商品券

として利用できることになりましたので、お早めにご利用

くださいますようお願いいたします。

◆利用場所　　小美玉ふるさと食品公社

　　　　　　　そ・ら・ら売店（空のえき そ・ら・ら内）

　　　　　　　　小美玉市山野 1628-42

　　　　　　　直営店（花木センター内）

　　　　　　　　小美玉市部室 1189-4

◆有効期限　　令和３年３月 31 日（水）

過去にクイズ当選者の方へお送りした

「キャトル・セゾン」の食事券の取り扱い



▲９月９日一般質問を傍聴した市内外在住の大学生

議員インターンシップ受け入れ

議員インターンシップ制度により大学生を受け入れまし

た。この制度は、若者の政治への興味関心を喚起すること

で、若年層の政治離れを抑止し、社会経験を通した精神的

成長を目的としています。一般質問を傍聴した茨城キリス

ト教大学２年の長谷川涼佳さんは、『「議員は地位や名声で

はなく、純粋に地域をよくしてさらに発展させたい」「未来

を担う子ども達のために安全で美しいまちを創り後世へ残

したい」との思いをもとに日々活動されていると感じまし

た。』「私も議員の皆さんの思いに感化されたので、地元を

よくするために、何か行動を起こしたい」と傍聴した感想

を語ってくれました。

【茨城大学、 茨城キリスト教大学、 常磐大学の大学生合計７名が参加】
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本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊議場（市役所本庁舎３階）での傍聴には、

簡単な受付 （氏名・住所等の記入）が必要です。

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応策と

して、３密（密閉・密集・密接）を避けるた

めに入場を制限させていただきます。ご理解

をお願いします。

＊委員会等の詳しい日程については、12 月２日

に開催する議会運営委員会で協議します。議

会事務局までお問い合わせください。

   

＊ 定例会中の本会議（一般質問など）は、同時

放映を行っています。本庁舎、小川総合支所、

玉里総合支所 1 階ロビーに設置されているＴ

Ｖモニターでご自由にご覧いただけます（受

付は不要）。

12 月定例会予定

日日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3
本会議

（開会、議案

  説明等）

4 5

6 7 8 9

 本会議
（一般質問）

10

 本会議
（一般質問）

11

 本会議
（一般質問）

12

13 14

常任委員会

15 

常任委員会

16

常任委員会

17 18
 本会議
（報告、採決、  

  閉会）

19

20

   

21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

　12 月 ３日（木）開会予定 

　  次の定例会は

です

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
令
和
２
年
第
３
回
定
例

会
が
本
誌
の
と
お
り
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
決
算
特
別
委
員
会
が
あ
り

ま
し
た
が
、
全
員
協
議
会
で
協
議
の
結
果
、

三
密
を
避
け
る
た
め
決
算
報
告
書
に
対
す

る
質
疑
は
文
書
質
疑
と
し
事
前
通
告
に
よ

り
文
書
で
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
質
疑
の
あ

る
委
員
が
再
質
問
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
関

係
す
る
執
行
部
職
員
の
み
の
出
席
を
求
め
、

さ
ら
に
説
明
を
求
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
病
に
対
し
て
の
完
全
な
対
処
策
が
見

つ
か
る
ま
で
は
、
団
体
に
関
わ
る
人
々
の

知
恵
と
工
夫
と
協
力
に
よ
り
感
染
の
蔓
延

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
定

例
会
で
し
た
。                                    
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